
事業者名 小田急電鉄株式会社

本社所在地 東京都新宿区西新宿1-8-3

業種 陸運業

事業概要 鉄道運行

事業活動エリア 東京都、神奈川県

企業URL https://www.odakyu.jp/

地域づくりに貢献する「地
域脱炭素」を通じて、
実現したい社会像

従来の大量調達、大量生産、大量消費、大量廃棄に代わる、地球環境に持続可能性をもた
せ新たな資源利用を極力抑える中で、廃棄物を資源として再利用する等既存資源を循環させ
ていく循環型社会を目指します。

得意とする脱炭素事業・
再エネ事業の種別

家庭ごみ収集に当社が事業展開する収集排出サポートシステム（＝WOOMS）を導入するこ
とで収集体制の効率化を図り、収集体制に一定の余力が生まれ、新たなリサイクル品目の分別
収集（剪定枝、紙おむつ、製品プラスチック等）を増やすことが可能になり、ごみ焼却量の削減
が図られます。またごみ処理場までの運搬回数等が減少することで燃料削減が図られることに加
え、収集業務のデジタル化により紙使用量削減も図られます。

自治体の脱炭素の
目標や課題に対して

提供可能な
ソリューション

収集排出サポートシステムを用い、家庭ごみ収集において、リアルタイムデータを収集員が活用し
他車両を支援することで収集車の平均積載率を向上させごみ処理場までの全体搬送回数を減
少させること、蓄積したデータ分析により固定ルートの継続的な改善を図り稼働収集車台数を
見直すこと等により、収集体制に一定の余力を生み、同システムを活用した新たな分別収集の
仕組みの導入が可能です。また当社スタッフが上記システム利用に直接的に伴走する施策遂行
サポートの用意もあり、自治体の課題に即した啓発活動等のプロジェクトの企画・運営等も継続
的にサポートいたします。

自治体との連携実績

現在神奈川県座間市に採用いただき、同市では収集体制に余力が生まれたことから剪定枝リ
サイクルに取組み、ごみ焼却量減少を果たしています。また東京都内のある自治体よりシステムを
活用した収集体制策定の業務委託を受け鋭意策定中でもあります。その他自治体家庭ごみ収
集の受託民間会社数社にも採用いただいています。一方で実証事業として、藤沢市等複数の
自治体でトライアルが進行しており、本年9月には名古屋市にてシステムを活用した剪定枝分別
収集が始まっています。また昨年度には東京都環境局の実証事業として、町田市南つくしの地
区において、ユニ・チャームと共同で家庭から排出される使用済み紙おむつのリサイクル推進施策
も実施しました。
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